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パ ー キ ス タ ー ン に於 け るパ ン ジ ャ ー ビー語 話 者 と

ウル ドゥー語

萩 田 博

パーキスターン ・パ ンジャーブにおける言語問題 特にハ ンジャービー語を州

の公用語 とし,教 育,行 政 などの分野での使用を義務化させ ようとする運動につ

いてはC .ShackleやTariqRahmanな どの論考によってその歴史的展開,問 題点な

どが明らかにされてきた.1)彼等の分析ではこの運動に少なからず影響を及ぼした

と考えられる進歩主義文学運動に対する論究があま りなされていない.そ こで小

論ではパンジャービー語運動 に進歩主義文学運動が果た した思想的影響などに言

及 しながら,こ の運動について論 じることにしたい.

インド・パーキスターン分離独立後,進 歩主義文学運動 は両国に分かれて,そ

の活動を続 けた.こ の際にパーキスターン側では,国 語問題 の論争の中でウル

ドゥー語 と他の地方語(パ ンジャービー語,ス ィンディー語,パ シュトー語,バ ローチー

語など)と の関係が問題 となつた.こ の点で注目したいのが,1949年 に分離独立

後初めて開催されたパーキスターン進歩主義作家会議である.こ の会議で採択さ

れた宣言書の中で,地 方語あるいはその文学に関 して次のように述べ られている.

「今に至るまで,我 々は様々な民族(qaumiyat)の 文学,つ まり スィンディー,

パシュトー,ベ ンガル,パ ンジャービー文学などに誠に無頓着なままである.そ

れらの言語の古典,現 代文学を熟読 し,そ れから恩恵を受けることは我々の義務

である.我 々はこれらの言語の文学者たちを自分たちの運動に加え,こ れ らの言

語 も自らの思想の表現手段 とすることを宣言する.こ のようにすれば,我 々は諸

言語の存続 と発展 に参加す るのみにとどまらず,大 衆の感情や考え,そ して彼 ら

の生活上の諸問題を良い方法で理解 し,自 らの著述で提出することが出来るだろ

う」2)

ここでは進歩主義運動に関わつた文学者の大半がウル ドゥー語を表現手段 とし

てきたことが明らかにされているが,後 述するようにこの状況は大きな変化を見

なかつた.ま た宣言書には盛 り込まれていないが,言 語問題 に関 して次のような

方針が打ち出された.
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「言 語 につ い て会 議 は1つ の科 学 的 な視 点 を提 出 した.す な わ ち,パ ー キ ス タ ー ン

に お け る教 育 は,パ ー キ ス タ ー ンの様 々 な 民 族(qaumiyat)す わ ち ベ ンガ ル,ス ィ

ンデ ィー,パ ン ジ ャ ー ビー,バ ロ ー チ ー 民 族 の 言 語 で 為 さ れ,こ れ らす べ て の 言

語 にパ ー キ ス タ ー ン の 州 の 言 語(riyasatizaban)と して の地 位 が 与 え ら れ,ウ ル

ド ゥー 語 と とも に これ らの 言 語 の発 展 ・普 及 の た め の 措 置 が 講 じ られ る よ う に,

とい う こ とで ある 」3)

この会 議 に シ ャ リー フ ・ク ン ジ ャ ヒーSharifKu⑫hl(1915一)や ア フマ ド ・ラー

ヒーAhmadRahi(1923一)な ど後 に パ ン ジ ャー ビ ー語 運 動 で 重 要 な 役 割 を果 た す こ

とに な る詩 人 が 参 加 して い る こ とは注 目 に値 す る.彼 ら は分 離 独 立 以 前 か ら進 歩

主 義 文 学 の影 響 を受 け,パ ン ジ ャ ー ビー語 に よ る詩 作 を早 くか らお こな つて い た.

パ ンジ ャ ー ビー 語 運 動 で 中心 的 な役 割 を 果 た して い るシ ャ フカ ト ・タ ン ヴ ィ ー ル ・

ミル ザ ーShafqatTanvirMirza(1932一)は 進 歩 主 義 作 家 が パ ンジ ャー ビ ー文 学 に対

して 好 意 的 で あ つ た と して,こ の 時 代 の進 歩 主 義 運 動 を肯 定 的 に評 価 して い る4)

一 方
,1986年 に開 催 され た世 界 パ ン ジ ャー ビ ー語 会 議`AlarmPanjabiKanfaransの

宣 言 書 で は 「1974年 の 以 降,パ ー キス タ ー ン のパ ンジ ャ ー ビー 文 学 の展 開 は この

遺 産(進 歩主 義運 動)と 結 びつ い て い た.し か し我 々 は そ れ を維 持 しなが ら歩 ん で

行 くこ とは 出来 な か つ た 」5)、と述 べ られ て お り,進 歩 主 義 文 学 運 動 の 内 部 で パ ン

ジ ャー ビ ー 語 運 動 が 進 ん で い つ た わ け で は な か つ た こ とが わ か る.例 え ばパ ン

ジ ャ ー ビー 語 を母 語 とし,進 歩 主 義 文 学 運 動 に 関 わ つた ゥ ル ドゥー 文 学 者 で この

時 代 以 降 パ ン ジ ャ ー ビー 文 学 へ と移 つた 文 学 者 の 数 は多 くな い.進 歩 主 義 運 動 に

影 響 を 受 け た詩 人 フ ァイ ズ ・ア フマ ド ・フ ァイ ズ は主 に ゥ ル ドゥー 語 で 創 作 活 動

を続 けた が,そ れ に 対 して 「進 歩 主 義 運 動 の失 敗 の 大 き な原 因 は この 土 地 の言 葉

で は な い 言 語 で文 学 創 作 を行 つ た こ とで あ つ た し,今 で も そ うで あ る」 と批 判 す

る もの もい る.6)フ ァイ ズ 自身 はハ ン ジ ャ._ピ ー語 で は あ ま り詩 作 を行 わ な か つ た

理 由 と して 自分 が ウル ドゥ ー語 や ウル ド ゥー詩 り伝 統 に通 暁 して は い て も,パ ン

ジ ャ ー ビー 語 や そ の 詩 的 伝 統 に十 分 に精 通 して お らず,自 分 が ウル ドゥ ー詩 に の

み適 合 す る よ うな知 性 や 頭 の構 造 を持 つ よ うに な つ た と述 べ て い る.7)シ ャ リー

フ ・ク ンジ ャ,_ヒ ーや ア フマ ド ・ラー ヒー は 自由詩(nazin)の 分 野 で 活 躍 し たが,

これ は フ ァ イ ズ の 言 うよ うな詩 的伝 統 を あ ま り必 要 と しな い分 野 だ つ た か らか も

しれ な い.ミ ル ザ ー は 「ゥル ド ゥー を通 じて名 声 を得 た 知 識 人 や 作 家 は パ ン ジ ャー

ブ の大 衆 を無 視 し,ナ シ ョナ ル ・イ メ ー ジ を深 し求 め よ う と した.彼 らの 中 で言

語 的 に階 級 を下 げ て パ ン ジ ャ ー ブの 大 衆,パ ンジ ャー ビ ー語,そ して そ の力 強 い
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文 学 と伝 統 を 自 ら と同 一視 す る用 意 の あ る者 は い なか つ た」8)と述 べ て い るが ,こ

れ は 〈大 衆 と 自己 の 同一 化 〉 とい う理 念 を保 持 して い た か ど うか と言 う問 題 を の

ぞ け ば,多 くの進 歩 主 義 作 家 に も 当 て は ま る こ とで あ っ た.こ う した 背 景 に は理

念 の 有 無 とい つ た視 点 か らで は な く,後 に触 れ る よ うに,パ ン ジ ャ ー ビー 語 の標

準 的散 文 体 が未 だ に確 立 さ れ て い な い こ とに も大 き な原 因 が あ る よ う に思 わ れ る.

さて,1950年 代 に 入 る と,文 学 団 体 の 設 立 や 雑 誌 発 刊 とい う形 で パ ン ジ ャ ー

ビ ー 語 運 動 が 展 開 す る よ うに な る.そ こで ま ず 主 な文 学 団体 と,雑 誌 に っ い て 述

べ る こ と にす る.1951年 にPakPanjabiLeagueが 設 立 され,そ れ を 背 景 に して 同

年9月 に パ ン ジ ャ ー ビー語 の 最初 の 月 刊 誌 『パ ンジ ャー ビー 』Panjabiが 発 刊 され

た.1954年 に はpakpanjabiLeagueを 受 け継 ぐ形 でPanjabiCulturalSocietyが 設 立

さ れ て い る.こ れ ら に は ア ブ ド ゥ ル ・マ ジ ー ド ・サ ー リ ク`AbdulMajidSalik

(1895-1959)と フ ァ キー ル ・ムハ ンマ ド ・フ ァ キ ー ルFagirMuhammdFagirが 関 与

して い た.サ ー リク 自身 は パ ン ジ ャー ビ ー語 の文 学 的,文 化 的発 展 に 関 心 を 持 っ

て お り,ゥ ル ドゥー 語 の国 語 化 運 動 に は反 対 し,てい な か つ た.ミ ル ザ ー は 月 刊 誌

『パ ン ジ ャ ー ビー 』 につ いて,「 パ ン ジ ャ ー ビー語 で 散 文 を書 く,と い うそ れ まで

存 在 しな か つた こ とを 多 くの者 に鼓 舞 した」 とい う肯 定 的 な 評 価 と と もに,「 執 筆

す る際 に,彼 らは す で に ウ ル ドゥー 語 に汚 染 され た都 市 の パ ン ジ ャ ー ビー 語 を ま

さ に そ の 手 本 と した 」 と述 べ,標 準 的 散 文 体 の あ り方 に対 して 問 題 提 起 を 行 って

い る.9)こ の よ う に言 語 運 勤 の 目標,方 法 な どの 点 で こ の時 代 に早 くも内 部 分 裂 の

萌 芽 が 見 られ る よ うに な る.そ して,サ ー リ ク の よ う に ゥル ドゥー語 との協 調 的

発 展 を望 む 人 々 とは別 に,思 想 的 に も左 翼 的 で,言 語 運 動 で も ゥ ル ドゥー 語 に対

して 批 判 的 な グル ー プ が 台 頭 した.そ の グル ー プが1957年 に設 立 し た の が パ ン

ジ ャ ー ビー 協 会PanjabiMajlisだ つた.そ して そ の機 関 誌 的 な も の と して 文 芸 雑 誌

『五 つ の河 』PanjDaryaが 発 刊 さ れ る こ とに な つ た.こ の 団体 は ア イ ユ ー ブ政 権 下,

政 治 団体 と して す ぐに そ の活 動 を禁 止 さ れ た.こ の よ うな状 況 下,ミ ル ザ ー が 中

心 とな っ て1962年 に設 立 した の が シ ャ ー ・フサ イ ン協 会MajlisShahHusainで あ っ

た.著 名 なパ ンジ ャー ブ の ス ー フ ィー 詩 人 の 名 を 冠 した この 団 体 は 出版 活 動 も さ

る こ とな が ら,シ ャ ー ・フサ イ ン の ウ ル ス(命 日)に,様 々 な文 化 行 事 を行 い,パ

ンジ ャー ブ の大 衆 との 接 触 を は か っ た.こ れ は進 歩 主 義 運 動 が 示 した路 線 に重 な

る もの と言 え よ う.『 パ ンジ ャー ビ ー文 学 』PanjabiAdabは1960年 に創 刊 され た

が,こ れ は 『五 つ の 河 』 とは協 調 関 係 に あ る雑 誌 で あ つ た.活 動 を禁 止 され た パ ン

ジ ャ ー ビー ・マ ジ ュ リス を継 承 す る形 とな つ た のが パ ンジ ャー ビー文 学 協 会Panjabi
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AdabiSangatで あ り,1963年 に設 立 さ れ た .1975年 に は パ ン ジ ャ ー ビ ー 文 学 院

PanjabiAdabiBordが 設 立 さ れ,『 パ ンジ ャー ビ ー文 学 』 を継 承 す る形 で 同 名 の雑 誌

が 同 院 か ら刊 行 され て い る.

ミル ザ ー が 『パ ン ジ ャ ー ビー 』 の 散 文 体 に対 して 異 議 を唱 え た こ とは 先 に述 べ

た が,ナ ジ ュ ム ・フ サ イ ン ・サ イ ヤ ドNajm耳usainSayyid(1927一)な ど の パ ン

ジ ャ._ピ ー語 運 動 の 急 進 派 はC.Shackleが 指 摘 して い る よ うに10),パ ー キ ー ス ター

ン ・パ ンジ ャー ブ の 中央 部 付 近 のパ ン ジ ャ ー ビー語 を標 準 語 と して 散 文 体 の確 立

を す す め よ う と して お り,前 述 の 『パ ン ジ ャ ー一ピー 文 学 』や1989年 に創 刊 され た

月 刊q『 母 語 』ManBoliは こ う した運 動 の 中核 とな っ て い る.こ の背 景 に は ムス

リム に よ るパ ン ジ ャ ー ビー 語 の多 くの 古 典 文 学 作 品 が こ の地 域 で 執 筆 さ れ た とい

う こ と と,こ の 地 域 の パ ン ジ ャ ー ビー 語 に対 す る ゥル ド ゥー語 の 影 響 が 少 な い と

い う理 由が あ る.ll)ウル ド ゥー語 の影 響 を受 け て変 化 しつ つ あ る都 市 のパ ンジ ャー

ビー 語 話 者 に とつ て こ う した 散 文 体 は 了 解 性 を 欠 くも の とな つ て い る.そ れ は急

進 派 が 理 念 の1つ と して 抱 い て い る文 学 者 と大 衆 との ア イ デ ンテ ィ テ ィ の一 致 と

い うも の とは矛 盾 す る も の とな つ て し ま う と言 え よ う.

パ ー キ ス ター ン建 国 の 理 念 で あ る ヒ ン ド ゥー ・ム ス リムニ 民族 論 か ら派 生 した

パ ー キ ス タ ー ン人 と して の ア イ デ ンテ ィ テ ィ の 問題 多 民 族 国 家 で あ る とい う現

実 か ら生 じた 民 族 主 義 的 な ア イ デ ンテ ィ テ ィ の 問題 が 分 離 の独 立 以 後,言 語,文

学 の領 域 で も論 議 さ れ て きた.パ ンジ ャー ブ の ム ス リムが 分 離 独 立 以 前 か ら ゥル

ドゥ ー語 ・文 学 に大 き な 文 化 的 影 響 を 受 け,そ して そ の 発 展 に大 き く寄 与 して き

た 歴 史 的 経 緯 が こ の地 域 の言 語 問 題 を よ り複 雑 な もの に した とい え るで あ ろ う.

そ して 進 歩 主 義 文 学 運 動 が1949年 に提 出 した言 語 問 題 に関 す る理 念 を継 承 して い

るの が 急 進 的パ ンジ ャー ビ 」語 運 動 者 と言 え る の で は な い だ ろ うか.
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